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最
近
、
各
地
で
原

発
や
放
射
能
に
関
す

る
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
聞
い
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
こ
で
話
さ
れ
て

い
る
中
身
に
は
、
す
ご
い
差

が
あ
り
、
ま
っ
た
く
正
反
対

の
こ
と
が
話
さ
れ
て
い
る
。

栃
木
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
登
場
す
る
自
治
医
大
の

菊
池
教
授
は
「
今
の
放
射
能

レ
ベ
ル
は
健
康
に
は
全
く
問

題
な
い
、
心
配
す
る
ス
ト
レ

ス
の
ほ
う
が
健
康
に
良
く
な

い
」
と
話
す
。

一
方
、
岐
阜
環
境
医
学
研

究
所
の
松
井
英
介
所
長
は
、

「
放
射
線
の
人
体
に
与
え
る

影
響
で
は
『
安
全
線
量
』
と

い
え
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、

浴
び
れ
ば
浴
び
た
だ
け
健
康

被
害
を
引
き
起
こ
す
危
険
性

が
高
く
な
る
。
こ
の
く
ら
い

な
ら
浴
び
て
も
良
い
だ
ろ
う

で
は
な
く
、
最
大
限
用
心
し

て
避
け
ら
れ
る
被
曝
は
避
け

る
こ
と
が
大
切
で
、
特
に
子

供
は
要
注
意
」
と
話
す
。

原
発
事
故
に
対
す
る
政
府

の
説
明
の
中
で
「
た
だ
ち
に

健
康
に
影
響
す
る
レ
ベ
ル
で

は
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
頻

繁
に
言
わ
れ
た
が
、
松
井
所

長
は
10
年
後
、
20
年
後
に
現

れ
る
晩
発
性
障
害
の
危
険
性

を
訴
え
る
。

政
府
や
自
治
医
大
の
菊
池

教
授
の
「
今
の
放
射
能
レ
ベ

ル
は
健
康
に
影
響
が
な
く
、

安
全
」
と
い
う
説
明
は
、
原

発
は
絶
対
安
全
と
い
っ
た

「
安
全
神
話
」
を
振
り
ま
い

た
の
と
同
じ
に
お
い
を
感
じ

る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

全
国
一
般
労
働
組
合
全
国

協
議
会
の
第
21
回
定
期
大
会

が
9
月
10
日
11
日
、
仙
台
の

作
並
温
泉
で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
震
災
に
対
す
る
支
援

も
含
め
て
、
全
国
協
に
加
盟

す
る
宮
城
合
同
労
組
の
支
部

が
あ
る
作
並
温
泉
岩
松
旅
館

で
の
開
催
と
な
っ
た
。

大
会
は
、
震
災
犠
牲
者
に

対
す
る
黙
と
う
で
は
じ
ま
り
、

議
長
団
に
野
中
（
東
京
労
組
）
、

安
西
（
宮
城
合
同
労
組
）
両

氏
を
選
出
し
た
。
平
賀
委
員

長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、

震
災
や
福
島
原
発
の
事
故
に

つ
い
て
、
単
な
る
復
旧
や
復

興
で
は
な
く
、
社
会
の
大
き

な
組
み
換
え
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
訴
え
た
。

そ
の
後
、
全
港
湾
の
伊
藤

委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
来

賓
の
あ
い
さ
つ
に
な
っ
た
が
、

震
災
や
原
発
事
故
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
力
の
こ
も
っ
た
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
現
地
で

精
力
的
に
被
災
者
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
亀
谷
東
北
全

労
協
事
務
局
長
は
、
東
北
３

県
の
失
業
者
15
万
人
の
雇
用

保
険
が
10
月
に
切
れ
こ
れ
か

ら
大
変
な
時
期
を
迎
え
る
、

ぜ
ひ
被
災
地
に
見
学
で
い
い

か
ら
来
て
ほ
し
い
、
神
戸
の

震
災
の
経
験
が
今
す
ご
く
役

に
立
っ
て
お
り
、
被
災
地
を

視
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
将

来
に
つ
な
が
る
と
訴
え
た
。

議
事
は
10
日
11
日
の
２
日

間
に
わ
た
っ
て
議
論
が
行
わ

れ
た
が
、
震
災
や
原
発
事
故

に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
、

熱
の
こ
も
っ
た
議
論
で
、
時

間
が
足
り
な
い
ぐ
ら
い
で
あ
っ

た
。
特
に
岩
手
共
生
ユ
ニ
オ

ン
で
は
遠
野
で
、
こ
の
６
ヶ

月
間
に
４
５
０
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、
そ
の

世
話
を
し
た
が
、
財
政
的
に

厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。
福
島
で
は
郡

山
の
原
発
か
ら
の
学
校
疎
開

を
求
め
る
裁
判
に
つ
い
て
訴

え
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
全
国

各
地
の
組
織
拡
大
に
つ
い
て

の
報
告
が
相
次
い
だ
。
議
事

は
中
岡
書
記
長
が
総
括
的
な

答
弁
を
行
っ
た
後
、
２
日
間

の
討
論
の

締
め
く
く

り
と
し
て

原
案
を
満

場
一
致
で

承
認
し
た
。

全
国
協

の
役
員
は

２
年
任
期

で
あ
る
た

め
、
今
期

は
役
員
改
選
期
で
は
な
い
が
、

諸
般
の
事
情
か
ら
中
岡
書
記

長
（
自
立
労
連
）
宇
和
川
執

行
委
員
（
東
京
労
組
）
が
退

任
し
、
選
挙
を
行
っ
た
結
果
、

新
書
記
長
に
渡
辺
啓
一
（
東

京
東
部
労
組
）
、
新
執
行
委

員
と
し
て
大
野
隆
（
東
京
労

組
）
の
両
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

大
会
は
前
日
の
９
日
か
ら

宿
泊
し
て
被
災
地
に
見
学
を

し
た
ひ
と
、
11
日
の
大
会
終

了
後
見
学
を
し
た
人
、
さ
ら

に
一
泊
し
て
12
日
に
被
災
地

を
見
て
回
っ
た
人
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
で
あ
っ
た
が
、
大
会

の
参
加
者
は
、
せ
っ
か
く
仙

台
に
来
た
機
会
に
被
災
地
を

目
で
見
よ
う
と
す
る
意
欲
に

あ
ふ
れ
て
い
た
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
に
も
被
災
地
を
見
る
機
会

を
作
っ
て
ほ
し
い
。
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定
期
大
会
の
終
了
後
、
参

加
者
は
車
に
分
乗
し
て
被
災

地
を
視
察
し
た
。
５
月
に
訪

問
し
た
時
に
は
ガ
レ
キ
や
自

動
車
が
散
乱
し
て
い
た
が
、

す
っ
か
り
片
づ
け
ら
れ
て
住

宅
の
基
礎
以
外
は
何
も
な
い

更
地
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ

で
も
残
っ
た
寺
や
鉄
筋
の
建

物
な
ど
が
、
内
部
を
む
き
出

し
に
し
た
ま
ま
残
さ
れ
て
い

る
。
本
来
な
ら
稲
が
実
っ
て

い
る
は
ず
の
田
ん
ぼ
に
は
雑

草
が
は
び
こ
り
、
ま
だ
手
が

つ
か
な
い
の
か
、
車
が
転
倒

し
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
。

現
地
の
組
合
役
員
は
見
学

で
い
い
か
ら
、
ぜ
ひ
被
災
地

に
来
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い

る
。
被
災
地
を
視
る
こ
と
が

こ
れ
か
ら
の
支
援
や
復
興
に

つ
な
が
る
と
い
う
。

鉄
道
の
駅
名
に
は
、
長
い

駅
名
と
短
い
駅
名
が
あ
り
ま

す
。ま

ず
、
長
い
駅
名
ベ
ス
ト

５
、
①
位
（
22
文
字
）
が
2

つ
あ
り
、
南
阿
蘇
水
の
生
ま

れ
る
里
白
水
高
原
駅
（
南
阿

蘇
鉄
道
）
と
長
者
ヶ
浜

潮
騒
は
ま
な
す
公
園
前

駅
（
鹿
島
臨
海
鉄
道
）
。

③
西
線
９
条
旭
山
公
園

通
駅
（
20
文
字

札
幌
市
交

通
局
）
④
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
駅

（
19
文
字

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ

ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン
）
⑤
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
シ
ー
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
駅
（
18
文
字

デ
ィ
ズ
ニ
ー

リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン
）
と
い
う

よ
う
に
、
書
く
だ
け
で
も
大

変
で
す
。
車
内
の
案
内
放
送

も
、
さ
ぞ
大
変
で
し
ょ
う
ね
。

平
成
１
３
年
に
島
根
県
の

一
畑
鉄
道
の
古
江
駅
が
「
ル

イ
ス
・
Ｃ
．
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー

庭
園
美
術
館
前
駅
」
（
２
３

文
字
）
に
改
称
し
、
長
ら
く

１
位
で
し
た
。
し
か
し
、
平

成
19
年
、
美
術
館
の
閉
館
に

と
も
な
い
「
松
江
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
前
駅
」
に
改

称
し
た
た
め
、
１
位
の
座
を

明
け
渡
し
て
い
ま
す
。

反
対
に
一
番
短
い
駅
名
は

と
い
う
と
、
だ
れ
で
も
知
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
Ｊ

Ｒ
紀
勢
本
線
の
津
駅
で
す
。

漢
字
で
書
い
て
も
、
ひ
ら
が

な
で
書
い
て
も
「
津
」
「
つ
」

の
一
文
字
で
す
。
し
か

し
ロ
ー
マ
字
で
書
く
と

「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
」
と
３
文
字

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ロ
ー
マ
字
で
は
２
文
字
で
表

記
さ
れ
る
粟
生
（
あ
お
）

「
Ａ
Ｏ
」
な
ど
が
最
短
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
変
わ
っ

た
駅
名
と
し
て
、
岡
山
県
に

あ
る
智
頭
急
行
の
宮
本
武
蔵

駅
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
こ
鉄
雑
学
⑥

て
っ
ち
ゃ
ん

９
月
は
全
国
労
働
衛
生
週
間
の
準
備
月
間

第
62
回
全
国
労
働
衛
生
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

仙台市若林区荒浜の被災地。ガ
レキはほとんど片付き、丘の上
の卒塔婆の後ろには住宅の基礎
だけがひろがっている。

６
ヶ
月
が
経
過
し
た
被
災
地 も

っ
と
言
わ
せ
て
く
れ

全
国
一
般
全
国
協

第
21
回
定
期
大
会

遊水地

冒頭のあいさつをする平賀委員長

渡辺啓一新書記長大野隆新執行委員

見
逃
す
な

心
と
体
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

み
ん
な
で
つ
く
る
健
康
職
場


